
 

平平成成 2266 年年度度日日本本衣衣服服学学会会  第第 22 回回見見学学会会ののごご案案内内  
 

下記の通り，平成 26 年度日本衣服学会第 2 回見学会を企画いたしました。年次大会の翌日に実施いたし

ますので、是非ご参加下さいますようご案内申し上げます。 

 
記  

【日	
 時】	
 2014年 11月 16日（日） 

【見学先】	
 アアミミュューーズズミミュューージジアアムム 

特特別別展展「「布布のの絵絵画画 BBOORROO	
 	
 ～～美美ししいいぼぼろろ布布展展～～」」  

展覧会の概要（ｱﾐｭｰｽﾞﾐｭｰｼﾞｱﾑﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより）	
 

かつては日本でも自分や自分の家族の衣類を、一家の女性たちが自ら作り、管理することが

日常でした。暖房が無いに等しい寒い時代、冬の寒さは過酷で、着ることは食べること以上の

死活問題であり、小さな布切れや糸屑さえも大事な財産でした。一着の着物を何世代に渡って

着るのは当たり前で、綻びにツギを当て、粗い布を重ね合わせて刺し子を施して補強し、それ

でも使えなくなった着物は細く裂いて、それで再び新しい布を織ったのでした。粗末なぼろ布

に表れた、思いがけない美の世界が現代を生きる我々に根源の問いを突き付けているようです。	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 ※学芸員の方に，午前 10時より解説していただきます。 

【集	
 合】午前 9時 50分	
  アミューズミュージアム	
 入口	
 （時間厳守） 
〒111-0032	
 東京都台東区浅草 2-34-3 
TEL: 03-5806-1180 
http://www.amusemuseum.com/info/ 

【定	
 員】20名（定員になり次第締切ります。） 

【参加費】無	
 料（学会員のみ） 

	
 	
 	
 	
 	
 ※定員に余裕のある場合，非学会員もご参加いただけます。非学会員は，観覧料実費を 

お支払いください。 

【申	
 込】10月 31日（水）〆切	
  

学会ホームページより，お申し込みください。なお Fax でお申込みの方は、「見学会参加希望」

と明記し、所属・連絡先をご記入下さい。 

◆FAX申込み・問合せ先：三野たまき 
信州大学	
 学術研究院	
 教育学系	
 	
  
TEL：026-238-4182、FAX：026-238-4182 
Ｅ-mail：mitsuno@shinshu-u.ac.jp 

 

［参考］ 

－同時期、東京で開催中の主な展覧会－ 

! 江戸東京博物館：東京オリンピックと新幹線 

! 日本民藝館：カンタと刺子	
 ベンガル地方と東北地方の針仕事 

! 江戸東京たてもの園：ジブリの立体建造物展 
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